
 
 
 
 

     
 
 

 
 

  
 
  
   
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨拶をさせていただきます。 

土曜の「第４分区ＩＭ」、24 名の皆様ご出席有難うございました。こ

の後のフォーラムで 3 名の方から感想を発表していただきますが、コー

ディネーターの詰の甘さからか全体がテーマからぼやけたものになった

ように思えました。 

 

今回の民主党圧勝の選挙後、民主党のマニフェスト政権公約について

様々な意見や問題点が最近出て来ました。 

群馬県の八ツ場ダムの建設計画は「中止」を打ち出しているのですが、

一都五県に及ぶ豪雨時の治水と渇水対策の 2 つの側面があり、埼玉県は

30％の水利権で 160 万人分を予定しています。 

今まで、総建設費 4,600 億円の内 3,210 億円が使われ、今後、住民等

の生活再建費 770 億円の支払いがあり、620 億円は残りますが、関係県

が出した1980億円の返還を求める動きが出ています。国交省幹部は、「や

めた方が余計にお金がかかる」としています。 

暫定税率廃止は 10 年 4 月より実施予定ですが、県内のガソリンスタ

ンドの県石油商業組合は、「廃止は販売価格に直結し、大手の値下げ攻勢

により迷惑なこと」とし、高速無料化についても他の公共交通機関が反対

し、トラック業協会も渋滞や運賃の値下げで反対しています。 

また、教員免許更新制度も今年 4 月に導入したにも拘わらず、来年に

も廃止されるとのこと、日本で初の政権交代で様々な問題が取り上げられ

ていますが、米国のように『新政府が出来てから半年は黙って見守る』と

いうシステムを作らないと本当に混乱すると思うのです。 

国際ロータリー会長 ジョン・ケニー [スコットランド]
第2560地区ガバナー植 木 康 之 [柏 　崎]
第４分区ＡＧ 米 山 忠 俊 [三条北]
会 長 佐 藤 嘉 男
幹 事 荒 澤 威 彦
Ｓ Ａ Ａ 熊 倉 高 志

事 務 局 〒955-8666三条市旭町2-5-10

TEL 0256-35-3477　FAX 0256-32-7095
E-mail info@sanjo-minami.jp

URL http://www.sanjo-minami.jp

三条信用金庫 本店内

出席率 会員54名中４４名

先々週の出席率

先週の 9/10 三条東ＲＣへ
メークアップ 9/12 第4分区ＩＭ（三条）へ

　飯山勝義君　熊倉高志君　丸田肇一君
　長谷川晴生君　平松修之君　星野健司君

　丸山徹夫君　永桶俊一君　韮澤喜一郎君

97.96%

　安達　裕君　赤塚　寧君　馬場眞樹君

馬場一敏君　佐藤秀夫君

　馬塲信彦君　佐藤嘉男君　荒澤威彦君

　野崎正明君　大渓秀夫君　佐藤栄祐君
　鈴木圀彦君　鈴木　武君　田中悌司君
　田代徳太郎君　吉井正孝君
　ﾀｷ・ｺﾌｲ・ｱﾙﾌｫﾝｿ君

三条南ロータリークラブ 会長 
佐 藤  嘉 男 



 

8 月 30 日の総選挙でおかしな事もありました。当選した全議員 480 人に 8 月の歳費が 30 日と 31 日と 2

日間だけですが、文書通信費 230 万 1 千円が満額支払われる予定、平成 12 年 6 月の総選挙では、6 月 2 日に

解散したため、2 日間の在任期間を理由に 499 人に 1 ヶ月分が満額支給されました。日割りや返納などの制度

を導入すれば済むのに、議員自らのことなので改正に意欲がないのでしょうか。 

また、民主党近畿ブロック比例代表の渡辺議員は今年 3 月に破産手続きを申請、3 月 27 日に開始が決定して

います。現時点では辞職は考えていないとのことですが・・・。 以上で終わります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
         
 
 
 
 
 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
                              
    9 月 12 日（土） 於：三条中央公民館 大ホール       ホスト：三条北ロータリークラブ 

  テーマ｜「今こそロータリーの原点を思いおこそう  

― 明るい元気なロータリーを目指して進んで参加しよう ―」 

  フォーラム｜「ロータリー（私の）と企業経営」 

  パネルディスカッション｜『ロータリーの理念と企業経営を考える  

                 … 職業奉仕と四つのテストはロータリアン企業の礎となるのか？ …   

     

 

      

 

 

佐藤（嘉）君

荒 澤 君

吉 田 君

坪 井 君 マリナーズのイチローがとうとう9年連続

　診へ。今のところ異常なし。

200本安打を達成しました。本当にたい
したものです。明るいニュースです。

○土曜日は実家の法事で草野先生の

土曜日のＩＭ、24名の方々から出席して

スゴイ！

　おば様方と昔話を楽しみました。

的には風船割が楽しかったです。

○先週は欠席して立川病院の定期検

200本安打の新記録を達成しました。

ＩＭ出席の皆様、ご苦労様でした。個人

いただき有難うございました。
今日、マリナーズのイチローが9年連続

吉 井 君

佐藤（栄）君

安 達 君

目標はフル出場！！
ケガしないようにがんばります。

野崎君、野水君、若井君

ＢＯＸに協力致します。

馬場（輝）君

今夜はサッカーの試合があります。

齢特典は有難く頂くから、あとは放って
おいて・・・という感じです。

早すぎる秋 冬が心配です。

都合で早退させていただきます。

誕生祝のワイン有難うございました。

ついに40歳です。
先週は誕生祝ありがとうございました。

田代君、田中君、銅冶君、西巻君、

書類や手紙やメールが来て、最近うる
あと4日で高齢者の仲間入り。いろんな

さくなってきています。プレゼントや高

～9 月 7 日 16,000 円 

今年度累計 149,000～

荒 澤  威 彦    幹事 

国際ロータリー日本事務局 財団室より 

 ○ ポール・ハリス・フェローのメダルについて 

 2009～2010 年度より ポール・ハリス・フェロー認証者へのメダルは有料（＄15）になりました。

講 演 者 池田 英夫  （株）三條機械製作所         代表取締役 （三条東ＲＣ） 

塚野一二三  湯田上温泉 越後のお宿 （株）わか竹 会長 （加茂ＲＣ） 

山本  賢  社会医療法人嵐陽会 三之町病院    理事長（三条北ＲＣ）   

パネリスト 池田 英夫、塚野一二三、山本 賢、 

木宮  隆  （株）キミヤ 代表取締役（三条北ＲＣ） 



    
ＩＭの意味すらわからない状態で出席した次第です。ＩＭは近隣

（第 4 分区）のロータリアンが会し、情報交換、親睦を深めること

を目的とし、開催されています。 

今回のＩＭは北クラブが主催、今までにない企画で真剣に会が運営

され、有意義な会合でした。 

全体を通して印象に残ったことを上げてみますと、 

○池田氏の講演の中から、「この不況下にいかに生き残るか？強い、 

賢いは武器にはならない。時代の変化にいち早く対応できるかど  

うかである。中小、零細でも、そこでしか出来ないもの、どこに 

も負けない売りがあるか・・・。また、相手に対して写る自分の

姿、それを知ることである」 

    ○塚野氏の講演から、「地元の一つ一つに対する思い」 

    ○山本氏の講演から、「棺桶に入るまで今の自分の仕事を全うしたい」 

    三氏の思いが強く伝わり、自分の姿勢を問うことが出来ました。 

     また、パネルディスカッションで、木宮氏が「職業奉仕」について、今、販売システムをインターネット化し、

販路の拡大を試みているが、自分の仕事、その仕事に関係する人、それを求めて使用する人と、自分が仕事をす

ることで、周りの人が良くなってゆく、これが職業奉仕ではないだろうかと話されました。 

     最後に企業倫理について、池田氏の「上場するような大きな会社は縛りが厳しく、ごまかしがきかない」との

話がありましたが、これを自分に当てはめて考えた時、私の仕事は最もこれが要求される職種であると改めて気

づかされました。「ごまかしは絶対にできない」、この倫理観をもって私も自分の仕事を全うしてゆきたいと考え

させられまし。 

    

                          

緊張した雰囲気で始まったＩＭでしたが、ゼネラルリーダーの紹介

をゼネラルモーターと言い間違えたのをきっかけに、一気にリラック

スムードになったのは幸いでありましたし、国歌斉唱、奉仕の理想、

四つのテストの時のソングリーダーの馬鹿デカイ蝶ネクタイ、少しで

も緊張をほぐそうという小さな努力もなかなか捨てがたいところだ

と感じました。 

フォーラム、パネルディスカッションを通して、厳しい経済状況の

中、“四つのテスト”“職業奉仕・四つの反省”を実施し企業を繁栄さ

せ、“職業奉仕”を実施しているロータリアンが数多くいらっしゃる

ということをお聞きして大変勉強になりました。なかでも、三條機械

の池田社長さんのお話の中で、厳しい状況のなか、最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き延びる

でもなく、唯一生き延びるのは、その時々の環境に最も適応できる者であるというダーウィンの名言を話されて

おりました。 

    まさにその通りだなと考えさせられました。環境の変化に適応できない人は生きていくのが難しい時代になって

きたと言えるかもしれません。決して傲慢にならず、魅了的な人間になるよう努力しなければならない・・・と

のことでした。 

現在大変な不況下にあって、“ロータリーを退会したい”“ロータリーに入会できない”という大きな問題があり

ますが、ロータリーの誕生、今こそロータリーの原点を思い起こそう、明るい元気なロータリーを目指して進ん

で参加しよう という第四分区の今年のテーマに沿ってこの厳しい時代を語り学んでいこうということでした。 

ＩＭは親睦、友情の絆を強く深める場でもあるということで、ディスカッション後は 6 会場に分かれて懇親

会が開かれましたが、来年度は南ロータリーがホストクラブということですので、また大変になると思いますが、

皆さんで協力して有意義なＩＭが開催できたらと思っております。 
 

                                                   

      

ＩＭ出席は初めての経験です。先回 5 月の地区協議会へも新会員

は義務出席ということで出席させていただきましたが、地区協議会は

セレモニー的な要素が強く、このＩＭは、第4分区内11クラブ 210

名参加と地区協議会とはずいぶん違うという印象を真っ先に受けま

した。 

講演内容、パネルディスカッションにつきましては、赤塚さん、平

松さんの話された感想と重複するところは省かせていただいて、 

三條機械の池田さんの講演の中から、経営方針と目標がきちんと打

ち立てられ、それにそって会社の仕組みづくりがなされ、クレームも

直接社長がすぐに知る、すぐに対応できる…という話を興味深く伺い

ました。 

赤 塚  寧 会員 

平 松 修 之 会員 

永 桶 俊 一 会員 



わか竹の塚野さんは女将としての苦労の他、町会議員、議長、ロータリー会長と数多くの公職に就かれ多忙の

日々を送られている話、地元への熱い思い、また、新潟地震以来温泉の出が良くなく、町が「ゆったり館」で温

泉を掘ってそこから現在引いていることなど本音を聞くことができ面白かったです。 

三之町病院 山本先生は、ストレートなお話で公営病院は民間病院が出来ないことをすべき、子ども病院は県内

にはないので実現化を望みたい、また、当病院は県内初の社会医療法人に認定されたとのお話でした。 

どの方のお話もとても興味深く、20 分間の持ち時間ではもったいなく、もっとお聞きしたいと思いました。 

その後のパネルディスカッション、ユニークなパネリスト 4 人の話を山中コーディネーターが上手くまとめて

いる印象を強くもちました。 

例年とは違うスタイルで北クラブがＩＭを進められましたが、来年は当クラブが担当を務め、どのような形で

開催されるのか、他のクラブから注目されることと思います。大きな課題が課せられたと感じました。いずれに

しましても、ホストクラブの大変を痛感した次第です。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇親会テーマ 
… 一人でも多くのロータリアン

と語り、友情を育もう … 

 

懇親会会場 

三条ﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ…吉田・加茂・三条北 RC
リズ…見附・巻・三条北 RC 
レオナ…分水・田上・三条北 RC 
二洲楼…三条・三条北 RC 
おゝ乃…三条東・三条北 RC 
松木屋…燕・三条南・三条北 RC 



   
                                  
                   
           
                   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊近隣ＲＣ例会変更のお知らせ                    記帳場所 

   ●燕ＲＣ     １０月 １日（木）夜例会          燕三条ワシントンホテル 
               ２２日（木）植木ガバナー公式訪問       〃 
     ●加茂ＲＣ       １５日（木）職場例会         加茂産業会館 ２Ｆ 
   ●吉田ＲＣ       １６日（金）夜例会          山岸会計事務所        

   ●分水ＲＣ       ２７日（火）夜例会          新潟大栄信用組合本店     

   
 

   
 

 
 

 
 

１ 
◆東ＲＣ 

「米山月間」 

 

 

２ ３ 

□Ｄ 米山奨学

セミナー

11：30～ 
於：柏崎 

商工会議所

４ 
 

５ 
◆南ＲＣ 

クラブ・ 

フォーラム 
 

６ 
◆北ＲＣ 

「職業奉仕 

月間」

 

７  
◆三条ＲＣ 

「職業奉仕 

月間」 
地区職業奉仕 

委員長

柴野俊子 様 
 

８ 
◆東ＲＣ 

卓話 
田村松英会員 

□Ｄ 地 区 大 会

記念ｺﾞﾙﾌ大会 

於：柏崎ＣＣ   

９ 10  

11 
 

体育の日

◆南ＲＣ 

休 会 

 

13 
◆北ＲＣ 

「米山月間」 

米山奨学生 

スピーチ

14 
◆三条ＲＣ 

卓話 

捧 賢一会員

15 
◆東ＲＣ 

『職場例会』 
 

※記帳できます 

16 
 

 

 

 

 

17 

□Ｄ 財団会議 

・ＲＩ会長代理

歓迎晩餐会

14：00～ 
於：ﾎﾃﾙﾒﾄﾛ

ﾎﾟﾘﾀﾝ松島

18 

□Ｄ  

地区大会 

9：30～ 

18：10 
於：柏崎 

総合体育館 

19 
◆南ＲＣ 

クラブ・ 

フォーラム 

「地区大会 

報告」 

20 

◆北ＲＣ 

クラブ・ 

フォーラム 

「地区大会 

     報告」

21 
◆三条ＲＣ 
一泊移動例会 

「 紅 葉 の 猊 鼻

渓・松島の旅」 

 

※記帳できます

22 
◆東ＲＣ 

クラブ・ 

フォーラム 

「地区大会 

報告」 

 

23 
 

24 
 

25 
 

26 
◆南ＲＣ 

「米山月間」 
米山奨学生 

ﾀｷ・ｺﾌｨｰ・ 

ｱﾙﾌｫﾝｿ君 
カウンセラー 

吉井正孝会員 

27 
◆北ＲＣ 

ハ ロ ウ ィ ン 

 
 

※記帳できます

 

28 
◆三条ＲＣ 

「米山月間」 
地区米山奨学

委員長

箕輪光泰 様 

 

29 
◆東ＲＣ 

クラブ休会 

 
※記帳できます 

30 31 

□Ｄ ライラ 

於：学生総合

プラザＳＴＥＰ

     11/1 

SSSuuunnndddaaayyy               ＭＭＭooonnndddaaayyy            TTTuuueeesssdddaaayyy            ＷＷＷeeedddnnneeesssdddaaayyy         TTThhhuuurrrsssdddaaayyy            FFFrrriiidddaaayyy            ＳＳＳaaatttuuurrrdddaaayyy   



 

             オーギュスト・ルノワール 
（1841－1９１9） 

            「胸に花を飾る少女」  

1908 年頃 

                 ＊熊本県立美術館 

      ロータリーの友 1989 年 6 月号表紙より 

 
 
 
 
 
 
 

  アメリカのソフトウェア会社グーグル（Google）との協力により、100 年近く発行されてきた『THE 

ROTARIAN』のバックナンバーが、インターネット上で、無料で閲覧できるようになりました。 

現在、1959～2008 年の 間に発行されたすべての号が、検索機能のついたグーグルブックスを通じてフルカラ

ーでご覧いただけます。 

  グーグルとの協力関係は、ロータリーの歴史的資料を世界中のロータリアンが利用できるようにする取り組み

の一環として結ばれました。国際ロータリー（ＲＩ）で文書の保管を担当するステファニー・ジョルダーノ氏は

「グーグルがすべての号を無料でスキャンし、検索できるよう索引の作成作業を行っています」と説明。すべて

を掲載すると、7 万 2, 000 ページ以上を閲覧できるようになります。詳細はＲＩの日本語ホームページをご覧

ください。 

 http://www.rotary.org/ja/MediaAndNews/News/Pages/090831_news_google.aspx 

 
 
 
 
 
 

 
 第 10 回韓日・日韓親善会議が 9 月 4 日～5 日にソウルで開催され、当会から板橋敏雄理事長と私、坂下が参

加して参りました。米山記念奨学会関連のご報告を致します。 

  第二日目の 5 日に約 40 分間、米山記念奨学事業について 3 人がスピーチをしました。まず、板橋理事長が事

業の現況、そして韓国出身学友の活躍を紹介しました。特に、その前日、元駐日韓国大使の崔相龍(チェ・サンヨ

ン)氏と面談した際のエピソードや、金玄勲(キム・ヒョンフン)氏が運営する福祉施設を見学した際に受けた感銘

を熱く語り、改めてカウンセラー制度の意義と重要性を訴えて会場の感動を呼びました。 

  2 人目は、韓国の祥明大学教授であり、ニューソウルＲＣ会員として活躍する米山学友、

柳京子(リュウ・キョンジャ)さん（1981-83／北茨城ＲＣ）が登壇。途中、お世話になっ

た第 2820 地区の北茨城ＲＣ、土浦ＲＣ、筑波ＲＣへの感謝を表すため、わざわざ演壇を

降りて深々と頭を下げた姿が印象的でした。帰国前、「ロータリアンになって地域社会と世

界平和に貢献したい」と決意した通り、今、ロータリアンとして奉仕を実践。韓国米山学友

会の副会長も務める柳さんは、日韓両国のさらなる関係改善、そして世界平和のために「私

たちロータリアンが手を携えて進みましょう」と呼びかけました。  

3 人目は、第 7 回親善会議でもパネリストとして参加した黄(ファン)セミさん（2001-02

／東京南ＲＣ）です。奨学生当時のエピソードに触れ、「ロータリー米山記念奨学金が心と

心のつながりについて教えてくれ、私の視野を広げてくれた」と、感謝の言葉を述べました。

そして、反日感情の強い父親が自分に「おまえの時代はわれわれとは違う。日本へ行って自

分の目で学びなさい」と言って送り出してくれたように、いつか自分の娘へ「固定観念に縛

られず日本を見なさい。そしてそこに行って直接学んで、生き方や考え方を感じなさい」と

話してあげたいと語り、会場から大きな拍手を受けました。  

  米山記念奨学事業を通して、日本と韓国の「心と心の交流」が深まっていることを両国のロータリアンが実感

した一日でした。                                （事務局長・坂下博康） 
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